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標準配筋要領図（5）

１８

３ ５完成図　構-18

本標準配筋要領図に使用される記号
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リストに示すスラブ又は壁厚さ柱の内法高さ

梁のスパン，片持ちスラブのスパン屋根・床スラブの開口（長辺方向）の大きさ

一般鉄筋の継手及び特殊な場合の定着

長方形スラブの短辺有効スパン

梁の内法スパン

階高

鉄筋の呼び名に用いた数値

壁開口（円孔）の大きさ

小梁、スラブの下端筋の定着長さ

一般鉄筋の定着長さ

リストに示す梁せい

柱梁の打増寸法
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D10 @200ダブル
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(あご先端に鋼製丸環等が
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開口高さが階高の0.4倍を超える場合、縦補強筋は梁内に

壁厚200を超える壁開口に適用する。

開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。

L
1

P

a寸法が100以下の場合は補強筋不要。

補強筋は壁断面表による。

補強筋は規定壁配筋以外に入れる。

開口ピッチは、3x(隣接する開口寸法の平均)以上を原則とする。
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開口高さが階高の0.4倍を超える場合、縦補強筋は梁内に

壁厚200以下の壁開口に適用する。

開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。
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a寸法が100以下の場合は補強筋不要。

補強筋は壁断面表による。

補強筋は規定壁配筋以外に入れる。

開口ピッチは、3x(隣接する開口寸法の平均)以上を
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＊が180未満かつ90以上の場合は、壁配筋表と同径筋を1/2間隔

a

b寸法500未満の場合は、必要なかぶりを確保の上、規定の壁筋と

b寸法500以上の場合は別開口として、個別に開口補強を行う。

に示す縦、横補強筋を50％増とする。

　　　寸法を開口寸法とし、補強筋は壁断面表による。

ただし壁厚200以下の場合は、鉄筋格子による補強とせず壁断面表

図4.9　壁の設備開口補強要領

同径筋を@150以下で配筋する。

　　　印部分は規定の壁配筋を行う。

補強筋の定着要領は図4.7及び図4.8による。

設備開口の補強要領は図4.9による。

図4.8　壁の開口補強要領(鉄筋の場合)

(注)

図4.7　壁の開口補強要領(鉄筋格子の場合)

(注)

原則とする。

壁の補強４．２

壁の開口補強要領は図4.7及び図4.8による。

壁開口部の補強筋は壁断面表による。

壁開口部の補強

(1)

(a)

図4.12　パラペットの配筋

４．３ パラペット

パラペットの配筋は図4.12による。

図4.10　壁欠込み部補強要領

(注)

にてシングル配筋とする。

＊が180以上の場合は、同径・同間隔でダブル配筋とする。

但し、配筋がD16以上の場合は、監督職員の指示による。

開口補強材は壁断面表による。

コンセントボックス等を壁に埋め込むなど壁の欠込み部の補強は図4.10(b)

による。

４節　壁の配筋

a

L2

縦筋はD10とし、間隔は200

打増部分

横筋はD10とし、間隔は壁横筋と同じ
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(c)壁の打増補強配筋

壁の打増補強配筋は、図4.11により、打増厚さaが50以上、かつ、

200以下の場合に適用する。200を超える場合は、記入による。

図4.11　壁の打増補強要領

標 準 配 筋 要 領 図 (５)

L2定着する。

L2定着する。

鉄筋格子

注)1.図表中の寸法の単位はmmとし、単位記号は省略する。

2.図中の　　は本標準配筋要領図を示す。（例えば　　0.3「組立」は、標準配筋要領図0.3「組立」の項を示す。）要 要

3.図中の　　は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成25年版」を示す。(例えば、　　表5.3.2は、標準仕様書の表5.3.2を示す)

５．１ スラブ

(1)

スラブ配筋は、次による。

スラブの配筋要領は下記による。

先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを(注)1.

５節　スラブの配筋
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第1スラブ筋位置
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図5.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋(その1)

(2) 配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。継手位置要領は下記による。(3)

図5.1　スラブの配筋

場合は、図5.4により梁内に定着する。

(4) 定着長さ及び受け筋は、図5.3による。ただし、引き通すことができない

スラブ筋を梁内に定着する場合は、梁の中心軸を超えてから梁内に定着する。(5)

片持ちスラブ５．２

片持ちスラブの配筋及び厚さは設計図による。

片持ちスラブの配筋は、下記による。

(1)

1200以下

(2) 先端に壁が付く場合の配筋は、図5.6による。

斜め補強筋短長辺方向補強筋開口の大きさ

1-D13

1-D13

1-D13

上下各4-D13

上下各2-D13

上下各1-D13

開口の最大寸法　Ｗ≦1000

開口の最大寸法　Ｗ≦　800

開口の最大寸法　Ｗ≦　400
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開口補強筋形幅止め筋
L3

1/21

の開口
階段等

スラブ等の補強５．３

(a) スラブ開口部の補強

スラブ開口部の補強は詳細図による。詳細図がなければ次による。

(注)1. 開口の最大寸法Ｗが200以下の場合は補強筋不要とする。ただし、

開口間隔は、3x(隣接する開口寸法の平均)以上を原則とする。

開口の最大寸法Ｗが1000を超える場合は、監督職員と協議の上補強する。

開口の最大寸法Ｗが400を超える場合、短辺方向補強筋は梁内に

2.

3.

4.補強筋表

Ｌ2定着する｡

5. 床スラブ筋がD16以上の場合補強筋は床スラブ筋と同径筋を使用する。

6.  　形幅止め筋は床スラブ筋と同径・同間隔とする。

(b)床スラブの補強

(注)1． 　　部分の床スラブは上端筋の間隔が@100以下となる様に

床スラブ筋と同径筋により補強する。

2． 　は3m又は床スラブの短辺内法スパンの小なる方とする。

3． 床面積100　 以下は補強不要とする。

4． 1階又は地盤面より上部の階に適用する。
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図5.4　スラブ筋の定着長さ及び受け筋(その2)

L2h

L3
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図5.6　先端に壁が付く場合の配筋

L2

L
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L2

出隅部(3)

1 補強の配筋は、詳細図による。詳細図にない場合は下記表による。

2 出隅受け部(図5.7の斜線部分)の補強筋は、詳細図による。

(*1)
(*2)

　  スラブに

(イ) (ロ)

(ハ) (ニ)

(壁に定着する場合)

壁芯より奥へ定着する

一般スラブの場合

(ヘ)(ホ)

(中間部で定着する必要がある場合)

耐圧スラブの場合

/4X/4X

YX又は

図5.2　スラブ筋の継手位置

図5.5　片持ちスラブの配筋

図5.8　スラブ開口部の補強

図5.9　床スラブの補強

屋根・床スラブの場合

基礎スラブの場合

第1スラブ筋位置

べた基礎の耐圧スラブ

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

壁筋ダブルの場合

1

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

800≧W＞400の場合 W≦400 W=400x400の例

配筋方法は、図5.7による。

詳細図にない場合は図5.7による。

1
補強筋

出隅部(*1) 出隅受け部(*2)
備　考

1200以下 D13 @200ダブル D13 @100ダブル
スラブ先端部にパラペット、手すり等
の重量がかからない場合に限る。

除いた長さとする。

の補強筋

配力筋

　  L1定着する。

W

1-D13

梁
梁

L

L

L
2

L
2

L2
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図5.7　片持スラブ出隅部の補強配筋

ｍ２

開口間隔がこれ以下の場合は、全体を1つの開口として補強筋を

設け、個々の開口についても補強筋を設ける。

※

L2h※

L2h※

L2h※ L2

D13(  ≦1000)0

D16(  ＞1000)0

D13(  ≦1000)0

D16(  ＞1000)0

受け筋

0

L2

L2以上

L3

L2

（t≦200の場合は下表とし、t＞200の場合は監督職員と協議する。）

※ L2hを確保できない場合は、   0.4(d)(3)によることができる。要（注）

４．４ 耐震スリット

1.耐震スリット材（完全スリット）は既製品とし、

2.水平スリット材幅寸法(W2)

　・（　25 ）mm  

3.鉛直耐震スリット材幅寸法(W1)

　　ただし、伏図,軸組図に記載されている場合は、その値を正とする。

4.振止め筋

　※

　※鉄筋養生カバー付とする。

　※外部に面する壁に設置する場合は

  都市基盤整備公団スリット材品質判定基準要求性能適合品とする。

注)

　　エポキシ樹脂塗装鉄筋または溶融亜鉛めっき鉄筋とする。

耐震スリット

W1

W
2

養生材

耐震スリット材

2
5
d

2
5
d

養生材

振止め筋

25d25d

耐震スリット材

振止め筋

W1

(柱)

W
2

(梁)

　・（　25 ）mm  

(注)

D10@400シングルA 　・ D13@200シングルB

B

A A

SRC柱の間に適用する。

伏図,軸組図内の　印および腰壁垂壁と

標 標


